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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】特別演出図柄を仮停止した後に再変動させる構
成にあって、特別演出図柄の再変動に新たな役割を担わ
せることで、該再変動により変化に富んだ面白い演出を
行い得る弾球遊技機を提供する。
【解決手段】リーチ演出の表示終了に伴って、特別演出
図柄の変動を仮停止後に再変動させ、低リーチ演出は通
常表示モードにて行われ、高リーチ演出は特殊表示モー
ドにて行われ、低リーチ演出時に再変動演出が行われる
と、特殊表示モードに移行して高リーチ演出が実施され
、高リーチ演出時に再変動演出が行われると通常表示モ
ードに移行した後に大当りを報知するものであり、再変
動演出を、通常表示モードと特殊表示モードとを切り替
える契機とするものであり、該再変動演出により遊技者
の期待感を刺激する効果に加えて、該切り替えにより遊
技者にインパクトを与える効果を奏する。
【選択図】図１９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動口への入球を契機として、大当りか否かの当否抽選を行う当否抽選手段と、
　該当否抽選手段による当否抽選の結果が大当りの場合に、大入賞口を開閉させる大当り
遊技を実行する大当り遊技制御手段と、
　所定の特別演出図柄を変動表示する演出図柄表示装置と、
　所定の演出条件の成立を契機として、前記演出図柄表示装置で前記特別演出図柄の変動
態様と停止態様とを含む疑似特別演出を表示し、該特別演出図柄の停止態様により前記当
否抽選の結果を報知する演出表示制御手段と
　を備えた弾球遊技機において、
　前記演出表示制御手段は、
　前記特別演出図柄が変動している際の演出表示として、少なくとも通常表示モードと特
殊表示モードと、
　リーチ演出として、前記当否抽選による大当りを期待させる期待度が高い高リーチ演出
と、該高リーチ演出よりも前記期待度が低い低リーチ演出と、
　前記リーチ演出の表示終了に伴って、特別演出図柄の変動を仮停止した後に再変動させ
る再変動演出と、を備え、
　前記低リーチ演出は前記通常表示モードにて行われ、前記高リーチ演出は前記特殊表示
モードにて行われ、
　前記低リーチ演出時に前記再変動演出が行われると、前記特殊表示モードに移行して前
記高リーチ演出が実施され、
　前記高リーチ演出時に前記再変動演出が行われると前記通常表示モードに移行した後に
前記大当りを報知する
　ことを特徴とする弾球遊技機。

 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、始動口への遊技球の入球を契機として当否抽選し、大当りの場合に、大入賞
口を開閉させる大当り遊技を実行する弾球遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機に代表される弾球遊技機では、遊技領域に設けられた始動口に遊技球が入球
することを契機として、所定の乱数を抽出し、該乱数に基づいて当否判定を行い、該当否
判定の結果が大当りであった場合に、大入賞口を開放する開放ラウンドを所定回数繰り返
す大当り遊技が実行される。
【０００３】
　一般的な弾球遊技機は、特別図柄を変動表示する特別図柄表示装置を備え、前記始動口
への入球を契機として該特別図柄を変動させ、該特別図柄の停止態様によって前記当否抽
選の結果を報知する。また、遊技領域の略中央には、液晶表示器からなる演出図柄表示装
置が配設され、該演出図柄表示装置では、前記特別図柄の変動に合わせて特別演出図柄を
変動表示し、該特別演出図柄の停止態様によって前記当否抽選の結果を報知している。そ
して、演出図柄表示装置では、前記特別演出図柄の変動表示に合わせて様々な演出が表示
されることから、遊技者は、通常、演出図柄表示装置で表示される演出を注視しながら遊
技を行っている。
【０００４】
　こうした弾球遊技機では、演出図柄表示装置で、前記特別演出図柄の確定停止前にリー
チ演出を表示して、大当りを期待する遊技者の感情を刺激するようにしている。さらに、
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例えば特許文献１では、特別演出図柄を仮停止した後に再変動して、当該特別演出図柄を
確定停止させる構成が提案されている。この構成では、リーチ演出の表示後に特別演出図
柄をハズレ態様で仮停止し、この後に該特別演出図柄を再変動し、該再変動後に該特別演
出図柄を大当りの停止態様で確定停止させるという、一連の演出が演出図柄表示装置で表
示される。このように特別演出図柄を一旦ハズレ態様で仮停止することによって、遊技者
を落胆させた後に、再変動させて大当りの停止態様で確定することによって、遊技者の喜
悦感を高揚させることができるから、遊技者の感情に起伏を生じさせて遊技の興趣を向上
させるという作用効果がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－５９４６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、前述した特許文献１に記載の従来構成では、特別演出図柄の仮停止後に再変
動すると、該再変動後に大当りの停止態様で確定する。また、ハズレの停止態様で確定す
る場合には、特別演出図柄を仮停止した後に、通常変動演出に切り替わってハズレの停止
態様で確定する。こうした従来構成にあって、特別演出図柄を再変動する演出は、大当り
の停止態様を確定する場合でのみ用いられており、換言すれば、該再変動の演出は、大当
りの停止態様を確定する直前の演出という、画一的な役割を有するのみであった。そのた
め、見慣れると、再変動の表示によって大当り確定することが遊技者に分かってしまい、
該再変動により遊技者の感情を起伏させるという前述の作用効果が発揮され難くなるとい
う問題もあった。
【０００７】
　本発明は、特別演出図柄の再変動に新たな役割を担わせることで、該再変動により変化
に富んだ面白い演出を行い得る弾球遊技機を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、始動口への入球を契機として、大当りか否かの当否抽選を行う当否抽選手段
と、該当否抽選手段による当否抽選の結果が大当りの場合に、大入賞口を開閉させる大当
り遊技を実行する大当り遊技制御手段と、所定の特別演出図柄を変動表示する演出図柄表
示装置と、所定の演出条件の成立を契機として、前記演出図柄表示装置で前記特別演出図
柄の変動態様と停止態様とを含む疑似特別演出を表示し、該特別演出図柄の停止態様によ
り前記当否抽選の結果を報知する演出表示制御手段とを備えた弾球遊技機において、前記
演出表示制御手段は、前記特別演出図柄が変動している際の演出表示として、少なくとも
通常表示モードと特殊表示モードと、リーチ演出として、前記当否抽選による大当りを期
待させる期待度が高い高リーチ演出と、該高リーチ演出よりも前記期待度が低い低リーチ
演出と、前記リーチ演出の表示終了に伴って、特別演出図柄の変動を仮停止した後に再変
動させる再変動演出と、を備え、前記低リーチ演出は前記通常表示モードにて行われ、前
記高リーチ演出は前記特殊表示モードにて行われ、前記低リーチ演出時に前記再変動演出
が行われると、前記特殊表示モードに移行して前記高リーチ演出が実施され、前記高リー
チ演出時に前記再変動演出が行われると前記通常表示モードに移行した後に前記大当りを
報知することを特徴とする弾球遊技機である。
【０００９】
　ここで、「演出条件」は、例えば、当否抽選手段により当否抽選を行うこと、該当否抽
選の結果情報を演出表示制御手段が獲得すること等と定めることが好適である。
　また、「高リーチ演出」は、一種類だけであっても良いし、複数種類であっても良い。
後者の場合、複数種類の高リーチ演出は、低リーチ演出よりも期待度が高ければ、全てが
同じ期待度であっても良いし、相互に異なる期待度であっても良い。
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　また、「低リーチ演出」は、一種類だけであっても良いし、複数種類であっても良い。
後者の場合、複数種類の低リーチ演出は、高リーチ演出よりも期待度が低ければ、全てが
同じ期待度であっても良いし、相互に異なる期待度であっても良い。
　このように本発明の構成にあっては、再変動演出を、通常表示モードと特殊表示モード
とを切り替える契機とするものであり、該再変動演出により遊技者の期待感を刺激する効
果に加えて、該切り替えにより遊技者にインパクトを与える効果を奏することから、これ
らの相乗作用によって遊技の興趣を飛躍的に向上できる。
【００１０】
　また、弾球遊技機は、始動口への入球を契機として、大当りか否かの当否抽選を行う当
否抽選手段と、該当否抽選手段による当否抽選の結果が大当りの場合に、大入賞口を開閉
させる大当り遊技を実行する大当り遊技制御手段と、所定の特別演出図柄を変動表示する
演出図柄表示装置と、所定の演出条件の成立を契機として、前記演出図柄表示装置で前記
特別演出図柄の変動態様と停止態様とを含む疑似特別演出を表示し、該特別演出図柄の停
止態様により前記当否抽選の結果を報知する演出表示制御手段とを備えた弾球遊技機にお
いて、前記演出表示制御手段は、前記当否抽選による大当りを期待させる期待度が高い高
リーチ演出と、該高リーチ演出よりも前記期待度が低い低リーチ演出との少なくとも一方
を介して前記特別演出図柄の停止態様を確定させる前記疑似特別演出を表示するリーチ演
出表示内容を備えたものであって、前記リーチ演出表示内容は、前記高リーチ演出を表示
する場合に、該高リーチ演出の表示終了に伴って、特別演出図柄の変動を仮停止した後に
再変動させる再変動演出を表示し、該再変動演出を介して該特別演出図柄の停止態様を確
定させる再変動停止内容と、前記低リーチ演出を表示する場合に、該低リーチ演出の表示
終了に伴って前記再変動演出を表示し、該再変動演出を介して前記高リーチ演出を表示す
る再変動発展内容とを備える、ように構成しても良い。
　かかる構成にあっては、大当りの期待度の高い高リーチ演出を表示すると、再変動演出
を介して特別演出図柄の停止態様を確定させる一方、該期待度の低い低リーチ演出を表示
すると、再変動演出を介して高リーチ演出を表示させるようにしたから、高リーチ演出を
表示後の再変動演出と低リーチ演出を表示後の再変動演出とでは夫々の意味合いが相違す
る。すなわち、高リーチ演出後の再変動演出は、特別演出図柄の停止態様を確定させる契
機という役割を有しており、低リーチ演出後の再変動演出は、前記期待度の高い高リーチ
演出へ発展させる契機という役割を有している。そして、いずれの再変動演出も、仮停止
後に再変動することによって遊技者の感情に起伏を生じさせる効果を奏するものであるこ
とに加えて、再変動停止内容では、停止態様の確定によって遊技者の期待感に一区切り付
けることができる（詳述すると、大当り停止態様であれば、期待感から喜悦感に変化する
一方、ハズレ停止態様であれば、落胆に変わる）。これに対して、再変動発展内容では、
前記した遊技者の感情に起伏を生じさせる効果に加えて、高リーチ演出の表示によって遊
技者の期待感を一層高揚でき、興趣を高める効果が向上する。
　このように構成される弾球遊技機は、相互に異なる役割を再変動演出に担わせることで
、該再変動演出の表示によって従来に無い変化に富んだ面白い演出を提供することができ
、疑似特別演出により遊技の興趣を高める効果が一層向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明にかかるパチンコ機１の正面図である。
【図２】パチンコ機１の遊技盤２の正面図である。
【図３】パチンコ機１の電気的構成を示すブロック図である。
【図４】パチンコ機１における遊技の仕様の一部を説明する図表である。
【図５】メインルーチンの概要を示すフローチャートである。
【図６】始動入賞処理を示すフローチャートである。
【図７】当否判定処理を示すフローチャート１である。
【図８】当否判定処理を示すフローチャート２である。
【図９】当否判定処理を示すフローチャート３である。
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【図１０】当否判定処理を示すフローチャート４である。
【図１１】大当り遊技処理を示すフローチャート１である。
【図１２】大当り遊技処理を示すフローチャート２である。
【図１３】大当り遊技処理を示すフローチャート３である。
【図１４】疑似演出制御処理を示すフローチャートである。
【図１５】実施例１における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例１で
ある。
【図１６】実施例１における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例２で
ある。
【図１７】実施例１における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例３で
ある。
【図１８】実施例１における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例４で
ある。
【図１９】実施例２における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例であ
る。
【図２０】図１９から続く疑似特別演出の表示例である。
【図２１】実施例３における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例１で
ある。
【図２２】実施例３における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例２で
ある。
【図２３】実施例４における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例１で
ある。
【図２４】実施例４における、演出図柄表示装置６で表示する疑似特別演出の表示例２で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。尚、本発明にかかる実施の形態は
、下記の実施形態に限定されるものではなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の形
態を採りうる。また、以下の実施例および別例を適宜組み合わせることも可能である。
【００１３】
　図１に示すように、本実施例のパチンコ機１は、縦長の固定外郭保持枠をなす外枠５１
によって構成の各部を保持する構造である。外枠５１には、その左側上下に設けられたヒ
ンジ５３を介して、内枠（図示せず）が該外枠５１に対して開閉可能に取り付けられ、さ
らに、該内枠の前面に、前枠（ガラス枠）５２が該内枠に対して開放可能に取り付けられ
ている。そして、前枠５２には、板ガラス６１が脱着可能に設けられている。また、板ガ
ラス６１の奥側（後側）には、内枠に取り付けられた遊技盤２（図２）が配設されている
。
【００１４】
　前枠５２には、その上部左右に、スピーカ６６が配設されており、該スピーカ６６から
発せられる遊技音や警報音によって、遊技の趣向性を高めたり、遊技者に注意喚起したり
する。また、前枠５２には、遊技状態に応じて発光する枠側装飾ランプ６５が複数配設さ
れており、該発光によって遊技の趣向性を向上させる。さらに、前枠５２の下部には、上
皿５５と下皿６３とが一体的に設けられており、該下皿６３の右方に発射ハンドル６４が
配設されている。この発射ハンドル６４は、遊技者によって時計回りに回動操作されるこ
とで、図示しない発射装置を可動させて、上皿５５から供給される遊技球を遊技盤２の遊
技領域３に向かって発射する。
【００１５】
　上皿５５には、賞球や貸球が払い出される。また、下皿６３は、上皿５５から溢れた賞
球を受ける構成で、該下皿６３内の遊技球を排出する球抜きレバー（図示せず）を備える
。この球抜きレバーが遊技者により操作されることで、下皿６３に貯まった遊技球を別箱
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（ドル箱）に移すことができる。
【００１６】
　本実施例のパチンコ機１は、所謂ＣＲ機であって、プリペイドカードの読み書きなどを
行うプリペイドカードユニット（ＣＲユニット）５６が隣接されている。パチンコ機１に
は、貸出ボタン５７、精算ボタン５８、および残高表示装置５９を有するＣＲ精算表示装
置９５（図４参照）が設けられている。また、上皿５５の中央部には、遊技者が操作可能
な演出ボタン６７、ジョグダイヤル６８、および決定スイッチ６９が設けられている。
【００１７】
　図２は、パチンコ機１の遊技盤２の正面図である。遊技盤２には、ガイドレール２ａ，
２ｂによって囲まれた略円形の遊技領域３が設けられ、該遊技領域３には多数の遊技釘（
図示せず）が植設されている。遊技領域３の中央部には、センターケース５が配設されて
おり、該センターケース５の中央に演出図柄表示装置６（全体の図示は省略）のＬＣＤ画
面が前方から視認可能に配設されている。このセンターケース５には、図示しないワープ
入口、ワープ通路、ステージ等も設けられている。
【００１８】
　センターケース５の直下には、第一始動口１１が配設され、該センターケース５の右方
には、普通図柄作動ゲート１７と第二始動口１２とが上下に並んで配設されている。第一
始動口１１は、常時遊技球を入球可能に構成されている一方、第二始動口１２は、開閉可
能な翼片を備えた普通電動役物１３により構成されており、この翼片の開放状態でのみ遊
技球を入球可能とする構成である。また、普通図柄作動ゲート１７は、遊技球を常時通過
可能に構成されている。
【００１９】
　さらに、センターケース５の右下方（普通電動役物１３の下方）には、大入賞口１４が
配設されている。大入賞口１４は特別電動役物１５により構成されており、該特別電動役
物１５は、大入賞口１４を閉鎖する起立位置と該起立位置から前方へ傾動して開放する傾
動位置とに位置変換作動する開閉片を備え、該開閉片を前記起立位置とすることで、大入
賞口１４へ遊技球を入球不能な閉鎖状態とし、前記傾動位置とすることで、大入賞口１４
へ遊技球を入球可能な開放状態とする。こうした特別電動役物１５は、前記開閉片を開閉
作動させる大入賞口ソレノイド１４ｂ（図３参照）を備えており、該大入賞口ソレノイド
１４ｂを駆動制御することによって大入賞口１４を前記閉鎖状態と開放状態とに夫々変換
制御できる。
【００２０】
　また、第一始動口１１の左方には、三個の一般入賞口３１が配設され、該第一始動口１
１の右方には、一個の一般入賞口３１が配設されている。これら一般入賞口３１は、遊技
球を常時入球可能な構成である。さらに、遊技領域３の最下流部には、アウト口１６が配
設されており、該遊技領域３に発射された遊技球がいずれの入賞口や始動口にも入賞しな
かった場合に、該アウト口１６に入球する。
【００２１】
　遊技盤２の右下部には、複数個のＬＥＤからなる普通図柄表示装置７、普通図柄保留数
表示装置８、第一特別図柄保留数表示装置１８、および第二特別図柄保留数表示装置１９
と、７セグメント表示装置からなる第一特別図柄表示装置９および第二特別図柄表示装置
１０とが配設されている。
【００２２】
　図３は、パチンコ機１の電気配線を示すブロック図である。このブロック図には、単に
信号を中継するいわゆる中継基板や電源基板等は記載されていない。また、詳細な図示は
省略するが、主制御装置８０、払出制御装置８１、演出図柄制御装置８２、サブ統合制御
装置８３のいずれもＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、入力ポート、出力ポート等を備えている。
そして、これら各制御装置のＣＰＵにより、２ｍｓ周期の割込信号により各ＲＯＭに搭載
されたプログラムを開始し、各種制御を実行する。
【００２３】
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　主制御装置８０には、遊技盤中継端子板７４を介して、第一始動口１１に入球した遊技
球を検出する第一始動口スイッチ１１ａ、第二始動口１２に入球した遊技球を検出する第
二始動口スイッチ１２ａ、普通図柄作動ゲート１７を通過した遊技球を検出する普通ゲー
トスイッチ１７ａ、大入賞口１４に入球した遊技球を計数するためのカウントスイッチ１
４ａ、一般入賞口３１に入球した遊技球を夫々検出する各一般入賞口スイッチ３１ａ等か
らの検出信号が入力される。
【００２４】
　主制御装置８０は、そのＲＯＭに搭載されたプログラムに従って動作して、上記の検出
信号等に基づいて遊技の進行に関わる各種のコマンドを生成し、該コマンドを払出制御装
置８１およびサブ統合制御装置８３へ出力する。また、主制御装置８０は、図柄表示装置
中継端子板７１を介して、第一特別図柄表示装置９、第二特別図柄表示装置１０、および
普通図柄表示装置７の表示制御を行うと共に、第一特別図柄保留数表示装置１８、第二特
別図柄保留数表示装置１９、および普通図柄保留数表示装置８の点灯制御を行う。さらに
、主制御装置８０には、遊技盤中継端子板７４を介して、大入賞口ソレノイド１４ｂおよ
び普通電役ソレノイド１３ａも接続されている。主制御装置８０は、大入賞口ソレノイド
１４ｂを駆動制御することで大入賞口１４を開閉制御し、普通電役ソレノイド１３ａを駆
動制御することで、第二始動口１２を開閉制御する。また、主制御装置８０は、図柄変動
や大当り等の管理用の信号を、外部接続端子板７８を介してホールコンピュータ８７に出
力する。
【００２５】
　払出制御装置８１は、主制御装置８０と双方向通信が可能に構成されており、主制御装
置８０から送信されるコマンドに応じて払出モータ９０を駆動させて賞球を払い出す。本
実施例では、賞球として払い出される遊技球を計数するための払出スイッチ９１の検出信
号が、主制御装置８０と払出制御装置８１とに入力され、両者で賞球の計数を行う構成で
ある。
【００２６】
　さらに、払出制御装置８１には、満杯スイッチ９２および球切れスイッチ９３からの信
号が入力される。満杯スイッチ９２は、下皿６３が満杯であることを検出するものであり
、この検出に伴って信号を払出制御装置８１に出力する。球切れスイッチ９３は、球タン
ク（図示せず）で遊技球の貯留量が少ないこと又は貯留量が無いことを検出するものであ
り、この検出に伴って信号を払出制御装置８１に出力する。払出制御装置８１は、これら
満杯スイッチ９２および球切れスイッチ９３から信号を入力すると、払出モータ９０を駆
動停止させて、賞球の払出作動を停止させる。尚、満杯スイッチ９２および球切れスイッ
チ９３は、前記検出した状態が解消されるまで信号を出力し続ける構成になっており、払
出制御装置８１は、該信号の入力停止によって、払出モータ９０の駆動を再開する。
【００２７】
　払出制御装置８１は、ＣＲユニット端子板７９を介してＣＲユニット５６と交信可能で
あり、貸出コマンドに応じて払出モータ９０を駆動させて貸球を払い出す。ＣＲユニット
端子板７９は、精算表示装置９５とも双方向通信可能に接続されており、精算表示装置９
５に設けられた球貸スイッチと精算スイッチとからの信号が入力される。球貸スイッチは
、貸出ボタン５７の操作を検出して信号を出力するものであり、精算スイッチは、精算ボ
タン５８の操作を検出して信号を出力するものである。また、払出制御装置８１は、発射
制御装置８４にも接続されており、所定契機で該発射制御装置８４へ発射停止コマンドを
送信する。
【００２８】
　発射制御装置８４は、発射モータ９７を制御して遊技球を遊技領域３に発射させるもの
である。この発射制御装置８４には、上記した払出制御装置８１の他に、発射ハンドル６
４からの回動量信号、タッチスイッチ９８からのタッチ信号、発射停止スイッチ９９から
の発射停止信号が入力される。回動量信号は、遊技者が発射ハンドル６４を回動操作する
ことで出力され、タッチ信号は、遊技者が発射ハンドル６４を触ることで出力され、発射
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停止信号は、遊技者が発射停止スイッチ９９を押すことで出力される。尚、発射制御装置
８４は、タッチ信号を入力していなければ、遊技球を発射しないように制御すると共に、
発射停止信号が入力されているときにも、発射ハンドル６４の操作に関わらず、遊技球を
発射しないように制御している。
【００２９】
　サブ統合制御装置８３は、主制御装置８０から送信されたデータおよびコマンドを受信
し、これらを演出表示制御用、音制御用およびランプ制御用のデータに振り分けて、演出
表示制御用のコマンドなどを演出図柄制御装置８２へ送信し、音制御用およびランプ制御
用のデータを自身に含まれている各制御部位（音声制御装置およびランプ制御装置しての
機能部品）に分配する。そして、音声制御装置としての機能部は、音声制御用のデータに
基づいて音ＬＳＩを作動させることによって、スピーカ６６から音声を出力制御し、ラン
プ制御装置としての機能部は、ランプ制御用のデータに基づいてランプドライバを作動さ
せることによって、各種ＬＥＤやランプ６５を発光制御する。
【００３０】
　さらに、サブ統合制御装置８３には、演出ボタン６７、ジョグダイヤル６８、および決
定スイッチ６９等の操作を夫々検出するスイッチが接続されており、各スイッチが遊技者
による操作を検出すると、その信号が入力される。尚、ジョグダイヤル６８は、演出図柄
制御装置８２に接続される構成であっても良い。
【００３１】
　演出図柄制御装置８２は、サブ統合制御装置８３から送信されたデータおよびコマンド
（主制御装置８０から送信されたものと、サブ統合制御装置８３で主制御装置８０からの
入力および演出ボタン等の入力に基づいて生成されたもの）に基づく制御を行い、特別演
出図柄などの演出画像を演出図柄表示装置６の画面に表示させる。尚、サブ統合制御装置
８３と主制御装置８０との間は、演出中継端子板を介して主制御装置８０からサブ統合制
御装置８３への一方向通信回路として構成され、サブ統合制御装置８３と演出図柄制御装
置８２との間は、サブ統合制御装置８３から演出図柄制御装置８２への一方向通信回路と
して構成されている。
【００３２】
　図示しない電源基板は、外部のＡＣ電源から供給される電力により直流電圧を生成する
直流電源として構成されており、該電源基板に設けられた電源スイッチの操作によってパ
チンコ機１を構成する各部位に電力を供給する。この電源基板は、コンデンサなどから構
成されるバックアップ電源を備えており、ＡＣ電源から電力供給中に該バックアップ電源
に電力を蓄える。これにより、停電時には、主制御装置８０等（例えば、主制御装置８０
のＲＡＭ等）に電力供給し、ＡＣ電源からの電力供給が停止後も、一定期間にわたって主
制御装置８０のＲＡＭ内のデータが保持される。尚、バックアップ電源は、主制御装置８
０に設けても良いし、電源基板以外の他の装置に設けて良い。この場合には、電源基板は
、ＡＣ電源から電力供給されている状態で、バックアップ電源を備えた装置へ供給信号を
出力し、電力供給が停止した状態で、バックアップ電源を備えた装置へ停電信号を出力す
る。
【００３３】
　次に、本実施例のパチンコ機１の動作について説明する。
　遊技領域に発射された遊技球が普通図柄作動ゲート１７を通過（図３の普通ゲートスイ
ッチ１７ａが遊技球を検知）すると、普通図柄表示装置７で普通図柄が変動表示を開始し
、所定時間後に停止した普通図柄が所定の当り態様であると、普通電動役物の羽根部材が
駆動して、第二始動口１２へ遊技球が入賞可能となる。ここで、普通電動役物の羽根部材
は、一回の普通図柄の当りによって、後述の非開放延長モードで０．２秒間の開放を一回
実行し、後述の開放延長モードで１秒間の開放を三回実行する。
【００３４】
　第一始動口１１に遊技球が入球（図３の第一始動口スイッチ１１ａが遊技球を検出）す
ると、第一特別図柄表示装置９で第一特別図柄が変動を開始し、所定時間後に停止する。
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また、第二始動口１２に遊技球が入球（図３の第二始動口スイッチ１２ａが遊技球を検出
）すると、第二特別図柄表示装置１０で第二特別図柄が変動を開始し、所定時間後に停止
する。こうした第一特別図柄および第二特別図柄の変動中は、演出図柄表示装置６で各特
別図柄の変動に連動した特別演出図柄の変動表示を行う。この演出図柄表示装置６での特
別演出図柄の変動表示と該特別演出図柄の停止態様の表示とによって、遊技者は各特別図
柄の変動や当否結果（当りか否か）を知得できる。ここで、第一特別図柄と第二特別図柄
とは、第一始動口１１と第二始動口１２への入球順に関係無く、第二特別図柄の変動を優
先して実行する。具体的には、第一特別図柄の保留記憶がある場合に、第二特別図柄の変
動が停止し且つ該第二特別図柄の保留記憶が無い状態となると、保留記憶されている第一
特別図柄の変動を開始する。
【００３５】
　第一特別図柄表示装置９で停止した第一特別図柄および第二特別図柄表示装置１０で停
止した第二特別図柄が所定の大当り態様であると、大入賞口１４を開閉する大当り遊技を
実行する。また、演出図柄表示装置６では、第一特別図柄および第二特別図柄の大当り態
様に対応する停止態様で特別演出図柄が停止表示される。
【００３６】
　大当り遊技では、大入賞口１４を開閉する開閉ラウンドを所定回数（例えば、１６回）
繰り返し実行する。大入賞口１４は、後述する大入賞口ソレノイド１４ｂの駆動によって
開閉作動する扉部材を備えており、該扉部材の開閉作動により、遊技球を入球可能な開放
状態と入球不能な閉鎖状態とに変換される。そして、扉部材による所定の開閉動作によっ
て、一回の開閉ラウンドが実行される。大当り遊技では、この開閉ラウンドが、１６回（
１６Ｒ）繰り返される。
【００３７】
　本実施例のパチンコ機１は、確率変動機として構成されている。すなわち、本構成によ
る遊技は、大入賞口１４を閉鎖した遊技と該大入賞口１４を開放する上記の大当り遊技と
に大別され、大入賞口１４を閉鎖した遊技には、通常確率状態（以下、通常遊技状態とい
う）と、該通常遊技状態に比べて特別図柄の当選確率が高くなる高確率状態（以下、確率
変動状態という）とが設定されており、大当り遊技の終了後に、該通常遊技状態と確率変
動状態とのいずれかに移行する。ここで、確率変動状態は、各特別図柄の当り態様が所定
の確率変動図柄による態様であった場合に、大当り遊技終了後に実行され、通常遊技状態
は、各特別図柄の当り態様が所定の非確率変動図柄による態様であった場合に、大当り遊
技終了後に実行される。
【００３８】
　本実施例にあって、前記特別図柄の当選確率（特別図柄が大当り態様で停止する確率）
が相互に異なる通常モードと確変モードとを備えており、前記通常遊技状態で通常モード
が有効となり、確率変動状態で確変モードが有効となる。ここで、通常モードにおける特
別図柄の当選確率が１／３００に設定されており、確変モードにおける特別図柄の当選確
率が１／３０に設定されている。
　確率変動状態では、特別図柄の当選確率を確変モードとすると共に、特別図柄および普
通図柄の変動時間を前記通常遊技状態（非時短モード）に比して短縮する時短モードとし
、普通電動役物の開放時間を該通常遊技状態（非開放延長モード）に比して延長する開放
延長モードとする。一方、前記の通常遊技状態では、前記通常モード、非時短モード、お
よび非開放延長モードとする。
　こうした確率変動状態は、特別図柄が大当りとなること、又は特別図柄の変動回数が規
定回数（例えば、１００回）に達することによって終了する。
【００３９】
　また、各始動口１１，１２、大入賞口１４、および一般入賞口３１に遊技球が入球する
と、夫々に設定された数の賞球が払い出される。具体的には、第一始動口１１への入球毎
に３個の賞球が、第二始動口１２への入球毎に５個の賞球が、大入賞口１４への入球毎に
１３個の賞球が、一般入賞口３１への入球毎に５個の賞球が払い出される。
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【００４０】
　次に、主制御装置８０で実行される各種プログラムの処理について説明する。
　図５に、メインルーチンのフローチャートを示す。メインルーチンは、Ｓ１０～Ｓ８０
までの本処理と、該本処理を実行して余った時間内に時間の許す限り繰り返されるＳ８５
の残余処理とから構成され、２ｍｓ毎のハード割り込みにより定期的に実行される。マイ
コンによるハード割り込みが実行されると、先ず正常割込であるか否かを判断する（Ｓ１
０）。この判断処理は、メモリとしてのＲＡＭの所定領域の値が所定値であるか否かを判
断することにより行われ、マイコンにより実行される処理が本処理に移行したとき、通常
の処理を実行して良いか否かを判断するためのものである。
【００４１】
　ここで、否定判定（すなわち、正常割り込みでないと判定）されると（Ｓ１０：Ｎｏ）
、初期設定（Ｓ１５）を実行し、残余処理（Ｓ８５）に移行する。この初期設定では、例
えば、上記ＲＡＭの所定領域への所定値の書き込み、第一および第二特別図柄を初期図柄
とする等のＲＡＭの作業領域への各初期値の書き込み等が実行される。一方、肯定判定（
すなわち、正常割り込みであると判定）されると（Ｓ１０：Ｙｅｓ）、初期値乱数の更新
処理（Ｓ２０）、大当り決定用乱数の更新処理（Ｓ２５）、第一大当り図柄決定用乱数の
更新処理（Ｓ３０）、第二大当り図柄決定用乱数の更新処理（Ｓ３５）、小当り図柄判定
用乱数の更新処理（Ｓ４０）、当り決定用乱数の更新処理（Ｓ４５）、リーチ判定用乱数
の更新処理（Ｓ５０）、変動パターン決定用乱数の更新処理（Ｓ５５）、入賞確認処理（
Ｓ６０）、当否判定処理（Ｓ６５）、特別遊技処理（Ｓ７０）、不正監視処理（Ｓ７５）
、画像出力処理等の各出力処理（Ｓ８０）を行って、次に割り込み信号が入力されるまで
の残余時間内で初期値乱数の更新処理（Ｓ８５）をループ処理する。
【００４２】
　次に、主制御装置８０で実行する始動入賞処理を、図６のフローチャートを用いて説明
する。この始動入賞処理は、上記したメインルーチンの入賞確認処理（Ｓ６０）でコール
されるサブルーチンの一つである。
　始動入賞処理では、Ｓ１００で、第一始動口スイッチ１１ａが遊技球を検知したか否か
を判定する。否定判定の場合には（Ｓ１００：Ｎｏ）、Ｓ１２０に進み、肯定判定の場合
には（Ｓ１００：Ｙｅｓ）、Ｓ１０５に進む。Ｓ１０５では、第一保留記憶の数が上限値
（例えば、４個）に達しているか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ１０５：Ｙｅ
ｓ）、Ｓ１２０へ進み、否定判定の場合には（Ｓ１０５：Ｎｏ）、Ｓ１１０に進む。Ｓ１
１０では、第一抽出乱数保留記憶処理を実行する。この第一抽出乱数保留記憶処理では、
大当り決定用乱数、第一大当り図柄決定用乱数、リーチ判定用乱数、変動パターン決定用
乱数等を抽出し、第一保留記憶として記憶すると共に、第一保留記憶の数を示す第一保留
数カウンタに１を加算して、該第一保留数カウンタの情報に従って第一特別図柄保留数表
示装置１８を点灯させるために必要な処理を行う。
【００４３】
　Ｓ１２０では、第二始動口スイッチ１２ａが遊技球を検知したか否かを判定する。否定
判定の場合には（Ｓ１２０：Ｎｏ）、始動入賞処理を終了し、肯定判定の場合には（Ｓ１
２０：Ｙｅｓ）、Ｓ１２５に進む。Ｓ１２５では、第二保留記憶の数が上限値（例えば、
４個）に達しているか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ１２５：Ｙｅｓ）、始動
入賞処理を終了し、否定判定の場合には（Ｓ１２５：Ｎｏ）、Ｓ１３０に進む。Ｓ１３０
では、第二抽出乱数保留記憶処理を実行する。この第二抽出乱数保留記憶処理では、大当
り決定用乱数、第二大当り図柄決定用乱数、リーチ判定用乱数、変動パターン決定用乱数
等を抽出し、第二保留記憶として記憶すると共に、第二保留記憶の数を示す第二保留数カ
ウンタに１を加算して、該第二保留数カウンタの情報に従って第二特別図柄保留数表示装
置１９を点灯させるために必要な処理を行う。
【００４４】
　次に、主制御装置８０で実行する当否判定処理を、図７～１０のフローチャートを用い
て説明する。当否判定処理は、メインルーチンから実行される処理である。　
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【００４５】
　当否判定処理では、図７に示すように、特別電動役物１５の作動中（すなわち、大当り
遊技または小当り遊技の実行中）であるか否かを判定する（Ｓ１５０）。そして、肯定判
定の場合には（Ｓ１５０：Ｙｅｓ）、当否判定処理を終了し、否定判定の場合には（Ｓ１
５０：Ｎｏ）、Ｓ１５５に進む。Ｓ１５５では、第一，第二特別図柄の変動表示中か否か
を判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ１５５：Ｙｅｓ）、図９のＳ２６０に進み
、否定判定の場合には（Ｓ１５５：Ｎｏ）、Ｓ１６０に進む。Ｓ１６０では、第一，第二
特別図柄の確定表示中か否かを判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ１６０：Ｙｅ
ｓ）、図１０のＳ３００に進み、否定判定の場合には（Ｓ１６０：Ｎｏ）、Ｓ１６５に進
む。
【００４６】
　Ｓ１６５では、第二保留記憶があるか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ１６５：
Ｙｅｓ）、Ｓ１７０に進み、否定判定の場合には（Ｓ１６５：Ｎｏ）、Ｓ１７５に進む。
Ｓ１７０では、第二保留記憶の数をデクリメントすると共に、最も古い第二保留記憶を選
択し、当該第二保留記憶に記憶された情報（乱数値等の数値データ）を大当り判定用の所
定のバッファに移動させる。その後に、Ｓ１８５に進む。
【００４７】
　Ｓ１７５では、第一保留記憶があるか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ１７５：
Ｙｅｓ）、Ｓ１８０に進み、否定判定の場合には（Ｓ１７５：Ｎｏ）、当否判定処理を終
了する。Ｓ１８０では、第一保留記憶の数をデクリメントすると共に、最も古い第一保留
記憶を選択し、上記Ｓ１７０と同様に、当該第一保留記憶に記憶された情報を大当り判定
用の所定のバッファに移動処理させ、その後に、Ｓ１８５に進む。尚、本実施例の当否判
定処理では、第一保留記憶よりも第二保留記憶を優先して、当否判定の対象とする。その
ため、第一保留記憶は、第二保留記憶が無い場合にのみ、当否判定の対象となる。
【００４８】
　Ｓ１８５では、確率変動状態であることを示す確変フラグが１か否かを判定し、肯定判
定の場合には（Ｓ１８５：Ｙｅｓ）、Ｓ１９０に進み、否定判定の場合には（Ｓ１８５：
Ｎｏ）、Ｓ１９５に進む。
【００４９】
　Ｓ１９０では、確変モードの当選確率に対応する当否判定用テーブル（確変テーブル）
を選択し、選択した確変テーブルに基づいて、大当り判定用のバッファに移動された大当
り判定用乱数を、大当りか否か判定し、当該大当り判定用乱数に係る保留記憶を消化する
。ここで、本実施例では、選択した確変テーブルに基づいて、大当り判定用乱数が、小当
りか否かも判定する。このＳ１９０の処理後に、図８のＳ２００に進む。
【００５０】
　一方、Ｓ１９５では、通常モードの当選確率に対応する当否判定用テーブル（通常テー
ブル）を選択し、選択した通常テーブルに基づいて、大当り判定用のバッファに移動され
た大当り判定用乱数を、大当りか否か判定し、当該大当り判定用乱数に係る保留記憶を消
化する。ここで、本実施例では、選択した通常テーブルに基づいて、大当り判定用乱数が
、小当りか否かも判定する。このＳ１９５の処理後に、図８のＳ２００に進む。
【００５１】
　図８のＳ２００では、Ｓ１９０又はＳ１９５の判定結果に基づいて、大当りか否かを判
定し、肯定判定の場合には（Ｓ２００：Ｙｅｓ）、Ｓ２０５に進み、否定判定の場合には
（Ｓ２００：Ｎｏ）、Ｓ２２０に進む。
【００５２】
　Ｓ２０５では、消化した保留記憶に係る大当り図柄決定用乱数に基づき大当り図柄を決
定する。そして、Ｓ２１０に進む。Ｓ２１０の変動パターン決定処理では、消化した保留
記憶に係るリーチ判定用乱数および変動パターン決定用乱数等に基づいて、演出図柄表示
装置６で表示する特別演出図柄の変動パターンを、変動パターン選択テーブルから選択し
て決定すると共に、決定した変動パターンに従って特別図柄の変動時間を決定する。尚、
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この変動パターン決定処理により、リーチ演出の実行有無とリーチ演出の種別とを決定す
る。Ｓ２１０の後に、Ｓ２１５に進む。Ｓ２１５では、大当り遊技のラウンド数、大入賞
口の開放パターン、大当り遊技に係る演出時間、インターバル時間、及び大当り遊技の演
出態様等を設定し、Ｓ２５０に進む。
【００５３】
　一方、Ｓ２００の否定判定から続くＳ２２０では、Ｓ１９０又はＳ１９５の判定結果に
基づいて、小当りか否かを判定する。ここで、肯定判定の場合には（Ｓ２２０：Ｙｅｓ）
、Ｓ２２５に進み、否定判定の場合には（Ｓ２２０：Ｎｏ）、Ｓ２４０に進む。
【００５４】
　Ｓ２２５では、消化した保留記憶に係る大当り図柄決定用乱数に基づき小当り図柄を決
定し、Ｓ２３０に進む。Ｓ２３０では、上記したＳ２１０と同様に、消化した保留記憶に
係るリーチ判定用乱数および変動パターン決定用乱数等に基づいて、演出図柄表示装置６
に表示する図柄の変動パターンと特別図柄の変動時間等を決定し、Ｓ２３５に進む。Ｓ２
３５では、小当り遊技における大入賞口の開放パターン、小当り遊技に係る演出時間、お
よび小当り遊技の演出態様などを設定し、Ｓ２５０に進む。
【００５５】
　さらに、Ｓ２２０の否定判定から続くＳ２４０では、前記Ｓ２１０と同様に、消化した
保留記憶に係るリーチ判定用乱数および変動パターン決定用乱数等に基づいて、演出図柄
表示装置６に表示する図柄の変動パターンと特別図柄の変動時間等を決定すると共に、こ
れに先だって、ハズレ図柄を決定する処理を行う。このＳ２４０の後に、Ｓ２４５に進み
、ハズレにかかる処理を行う。そして、Ｓ２５０に進む。尚、本実施例では、Ｓ２４０で
ハズレ図柄を決定する処理を行うようにしたが、これに限らず、Ｓ２４０の前に、ハズレ
図柄を決定する処理を備えた構成であっても良い。
【００５６】
　Ｓ２５０では、前記Ｓ１７０およびＳ１８０でデクリメントした保留記憶の数を示す保
留数コマンドをサブ統合制御装置８３に送信する。さらに、前記Ｓ１９０又はＳ１９５に
よる抽選結果（大当り、小当り、又はハズレ）の情報、前記した変動パターンの情報、お
よび特別図柄の変動時間等を含む変動開始コマンドを、サブ統合制御装置８３に送信する
。
　尚、サブ統合制御装置８３は、上記の変動開始コマンドを受信すると、変動開始コマン
ドに基づいて、演出図柄制御装置８２へコマンドを送信し、該演出図柄制御装置８２は、
受信した該コマンドに従って演出図柄表示装置６を駆動制御して、特別図柄および変動パ
ターンの情報に対応する特別演出図柄の変動表示を開始する。また、前記したサブ統合制
御装置８３の変動指示コマンドの送信とほぼ同時に、主制御装置８０は、第一特別図柄表
示装置９または第二特別図柄表示装置１０を直接的に駆動制御して第一特別図柄または第
二特別図柄の変動を開始する。
【００５７】
　上記したＳ１５５の肯定判定から続く図９のＳ２６０では、特別図柄の変動時間が経過
したか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ２６０：Ｙｅｓ）、Ｓ２６５に進み、否定
判定の場合には（Ｓ２６０：Ｎｏ）、当否判定処理を終了する。Ｓ２６５では、特別図柄
の変動表示を終了し、特別図柄の確定図柄（すなわち、上記したＳ２０５で決定した大当
り図柄、Ｓ２２５で決定した小当り図柄、又はＳ２４０で決定したハズレ図柄）を表示さ
せると共に、サブ統合制御装置８３に、演出図柄の確定表示を実行させる図柄確定コマン
ドを送信し、当否判定処理を終了する。
【００５８】
　また、上記したＳ１６０の肯定判定から続く図１０のＳ３００では、特別図柄の確定表
示の継続時間が終了したか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ３００：Ｙｅｓ）、Ｓ
３０５に進み、否定判定の場合には（Ｓ３００：Ｎｏ）には、当否判定処理を終了する。
Ｓ３０５では、特別図柄の確定表示を終了し、Ｓ３１０に進む。Ｓ３１０では、確定表示
された特別図柄が大当りになる図柄か否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ３１０：Ｙ
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ｅｓ）、Ｓ３１５に進み、否定判定の場合には（Ｓ３１０：Ｎｏ）、Ｓ３６０に進む。Ｓ
３１５では、確率変動状態であることを示す確変フラグを参照して、確変フラグ＝１であ
る場合には確変フラグをクリアし（Ｓ３２０）、Ｓ３４０に進む。その後、状態指定コマ
ンド送信処理（Ｓ３４０）、条件装置作動開始処理（Ｓ３４５）、役物連続作動装置作動
開始処理（Ｓ３５０）、大当り開始演出処理（Ｓ３５５）を順次実行することで、大当り
遊技の態様を示すコマンドや、大当り遊技の開始を指示するコマンド等をサブ統合制御装
置８３に送信する等して大当り遊技を開始し、当否判定処理を終了する。
【００５９】
　一方、Ｓ３１０の否定判定から続くＳ３６０では、確変フラグを参照し、該フラグ＝１
である場合には（Ｓ３６０：Ｙｅｓ）、確変モード中に実行可能な大当り抽選の残り回数
（確変回数）を参照する（Ｓ３６５）。そして、確変回数＝０である場合には（Ｓ３６５
：Ｙｅｓ）、確変フラグをクリアし（Ｓ３７０）、Ｓ３９０に進む。Ｓ３９０では、状態
指定コマンド送信処理を実行し、Ｓ３９５に進む。
【００６０】
　Ｓ３９５では、確定表示された特別図柄が小当りになる図柄か否かを判定し、肯定判定
の場合には（Ｓ３９５：Ｙｅｓ）、Ｓ４００に進み、特別電動役物作動開始処理（Ｓ４０
０）、小当り開始演出処理（Ｓ４０５）を順次実行することで、小当り遊技の態様を示す
コマンドや、小当り遊技の開始を指示するコマンド等をサブ統合制御装置８３に送信する
等して小当り遊技を開始し、当否判定処理を終了する。また、Ｓ３９５で否定判定の場合
（Ｓ３９５：Ｎｏ）には、当否判定処理を終了する。
【００６１】
　次に、主制御装置８０で実行する大当り遊技処理を、図１１～１３のフローチャートを
用いて説明する。この大当り遊技処理は、上記した当否判定処理により大当りとなった場
合に、上記したメインルーチンの特別遊技処理から実行される処理である。
【００６２】
　大当り遊技処理では、図１１に示すように、役物連続作動装置の作動中（すなわち、大
当り遊技の実行中）であるか否かを判定する（Ｓ５００）。ここで、肯定判定の場合には
（Ｓ５００：Ｙｅｓ）、Ｓ５０５に進み、否定判定の場合には（Ｓ５００：Ｎｏ）、大当
り遊技処理を終了する。
【００６３】
　Ｓ５０５では、大入賞口１４の開放中であるか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ
５０５：Ｙｅｓ）、図１２のＳ５５０に進み、否定判定の場合には（Ｓ５０５：Ｎｏ）、
Ｓ５１０に進む。Ｓ５１０では、大当り遊技における各開閉ラウンドのインターバル中で
あるか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ５１０：Ｙｅｓ）、図１２のＳ５７０に
進み、否定判定の場合には（Ｓ５１０：Ｎｏ）、Ｓ５１５に進む。Ｓ５１５では、大当り
遊技の終了演出中であるか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ５１５：Ｙｅｓ）、
図１３のＳ６００に進み、否定判定の場合には（Ｓ５１５：Ｎｏ）、Ｓ５２０に進む。
【００６４】
　Ｓ５２０では、大当り遊技における開始演出時間が経過したか否かを判定する。肯定判
定の場合には（Ｓ５２０：Ｙｅｓ）、Ｓ５２５に進み、否定判定の場合には（Ｓ５２０：
Ｎｏ）、大当り遊技処理を終了する。Ｓ５２５では、大入賞口開放処理を実行し、大入賞
口１４を開放させる。Ｓ５２５の後に、大当り遊技処理を終了する。
【００６５】
　上記のＳ５０５の肯定判定から続く図１２のＳ５５０では、大入賞口１４に入賞した遊
技球の数が１０個となったか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ５５０：Ｙｅｓ）
、Ｓ５６０に進み、否定判定の場合には（Ｓ５５０：Ｎｏ）、Ｓ５５５に進む。Ｓ５５５
では、大入賞口１４の開放時間（例えば、３０秒間）が終了したか否かを判定する。肯定
判定の場合には（Ｓ５５５：Ｙｅｓ）、Ｓ５６０に進み、否定判定の場合には（Ｓ５５５
：Ｎｏ）、大当り遊技処理を終了する。Ｓ５６０では、大入賞口閉鎖処理を実行し、大入
賞口１４を閉鎖させる。Ｓ５６０の後に、Ｓ５６５に進む。Ｓ５６５では、大当り遊技の
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各ラウンドのインターバルを設定する大当りインターバル処理を実行し、大当り遊技処理
を終了する。
【００６６】
　一方、上記のＳ５１０の肯定判定から続くＳ５７０では、大当り遊技のインターバル時
間が経過したか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ５７０：Ｙｅｓ）、Ｓ５７５に
進み、否定判定の場合には（Ｓ５７０：Ｎｏ）、大当り遊技処理を終了する。Ｓ５７５で
は、最終ラウンド（１６ラウンド）の終了か否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ５７
５：Ｙｅｓ）、Ｓ５８０に進み、否定判定の場合には（Ｓ５７５：Ｎｏ）、Ｓ５８５に進
む。Ｓ５８０では、大当り遊技を終了させる際の演出を行う大当り終了演出処理を実行し
、大当り遊技処理を終了する。Ｓ５８５では、大入賞口開放処理を実行し、大入賞口１４
を開放させる。Ｓ５８５の後に、大当り遊技処理を終了する。
【００６７】
　また、上記のＳ５１５の肯定判定から続く図１３のＳ６００では、終了演出の時間が終
了したか否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ６００：Ｙｅｓ）、Ｓ６０５に進み、
該Ｓ６０５とＳ６１０とを順次実行する一方、否定判定の場合には（Ｓ６００：Ｎｏ）、
大当り遊技処理を終了する。Ｓ６０５とＳ６１０とでは、役物連続作動装置と条件装置と
を停止させ、Ｓ６１５に進む。Ｓ６１５では、大当り遊技後に確率変動状態に移行するか
否かを判定する。肯定判定の場合には（Ｓ６１５：Ｙｅｓ）、確率変動状態を継続する大
当り抽選の回数（確変回数）を設定し（Ｓ６２０）、確変フラグをセットし（Ｓ６２５）
、Ｓ６４０に進む。Ｓ６４０とＳ６４５とでは、サブ統合制御装置８３に対して、大当り
遊技に関する演出を終了させる大当り終了コマンドを送信する処理と、状態指定コマンド
送信処理とを実行し、大当り遊技処理を終了する。
【００６８】
　次に、本発明の要部について説明する。
　前述したように、サブ統合制御装置８３は、主制御装置８０から送信される変動開始コ
マンドに従って、演出図柄表示装置６で特別演出図柄を表示制御する。すなわち、サブ統
合制御装置８３は、変動開始コマンドを受信すると、該変動開始コマンドに含まれる情報
に基づいて、特別演出図柄の変動開始から確定停止に至る一連の疑似特別演出を表示する
ための疑似演出表示パターンを決定し、該疑似演出表示パターンに従って演出図柄表示装
置６で疑似特別演出を表示制御する。
【００６９】
　本実施例にあって、こうした疑似特別演出の表示制御は、図１４に示す疑似演出制御処
理により行う。この疑似演出制御処理は、サブ統合制御装置８３で定期的（例えば、２ｍ
ｓ周期のタイマ割り込み処理）に夫々実行される処理である。
【００７０】
　疑似演出制御処理は、図１４に示すように、Ｓ１０００で、主制御装置８０から変動開
始コマンドを受信したか否かを判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ１０００：Ｙ
ｅｓ）、Ｓ１００５へ進み、否定判定の場合には（Ｓ１０００：Ｎｏ）、疑似演出制御処
理を終了する。
【００７１】
　Ｓ１００５では、前記した疑似演出表示パターンを決定する処理を行う。この処理では
、変動開始コマンドに含まれる当否判定結果の情報、リーチに関する情報、変動パターン
の情報、および変動時間の情報等を確認し、これら各情報に従って、特別演出図柄の変動
開始から変動終了までの一連の変動態様と、該特別演出図柄を確定停止する停止態様とを
決定すると共に、リーチを行う場合にはリーチ演出の演出態様も決定する。ここで、本実
施例にあっては、リーチ演出として、ノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との２種
類が定められており、リーチを行う場合に少なくとも一方が選択され、該選択されたリー
チ演出の演出態様を決定する。
　具体的には、当否判定結果がハズレの場合に、ノーマルリーチ演出のみの表示が高確率
で選択され、当否判定結果が大当りの場合に、スーパーリーチ演出のみの表示又はノーマ
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ルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方の表示が高確率で選択される。そのため、換
言すると、スーパーリーチ演出は、特別演出図柄が大当りを示す停止態様で確定する期待
度が高いリーチ演出と言え、ノーマルリーチ演出は、スーパーリーチ演出に比して該期待
度が低いリーチ演出と言える。
【００７２】
　さらに、Ｓ１００５の処理では、前記した変動開始コマンドの情報に基づいて、再変動
演出の表示有無と再変動演出の表示態様等を決定する。尚、本実施例にあって、前記した
ノーマルリーチ演出のみの表示を選択した場合には、再変動演出を表示無しとし、スーパ
ーリーチ演出のみの表示、又はスーパーリーチ演出とノーマルリーチ演出との両方の表示
を選択した場合には、再変動演出を表示有りとして、該再変動演出の表示態様を決定する
。
　こうして決定された特別演出図柄の変動態様と停止態様、リーチ演出の表示態様、およ
び再変動演出の表示態様の組み合わせにより、疑似演出表示パターンを構成する。
【００７３】
　続くＳ１０１０では、疑似演出表示処理を実行する。この疑似演出表示処理では、前記
Ｓ１００５の処理で決定した疑似演出表示パターンの情報を含む表示コマンドを、演出図
柄制御装置８２に送信する。この表示コマンドの送信により、サブ統合制御装置８３は、
演出図柄制御装置８２を介して、演出図柄表示装置６で疑似演出表示パターンに従う疑似
特別演出を表示制御する。
　演出図柄制御装置８２は、サブ統合制御装置８３から前記表示コマンドを受信すると、
該表示コマンドに含まれる疑似演出表示パターンの情報に従って、該疑似演出表示パター
ンを表示するための動画データを生成する。すなわち、演出図柄制御装置８２には、前記
動画データの生成に用いられる多数のデータが予め記憶されており、該多数のデータの中
から、前記表示コマンドに基づいて疑似演出表示パターンの構成に必要な複数のデータを
選択して、この選択した複数のデータを組合わせることによって前記動画データを生成す
る。そして、演出図柄表示装置６を駆動制御して、この動画データを再生することにより
、前記疑似演出表示パターン決定処理（Ｓ１００５）で決定した疑似演出表示パターンに
よる疑似特別演出を表示する。
【００７４】
　このように演出図柄表示装置６の画面で表示される疑似特別演出の表示例を、以下の実
施例１～実施例４で説明する。
【実施例１】
【００７５】
　第一始動口１１への入球を契機として第一特別図柄表示装置９で第一特別図柄が変動開
始すると（又は、第二始動口１２への入球を契機として第二特別図柄表示装置１０で第二
特別図柄が変動開始すると）、これに伴って、図１５（Ａ）に示すように、演出図柄表示
装置６の画面で特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変動表示を開始する。ここで、特別演
出図柄１０１ａ～１０１ｃは、「０」～「９」までの数字を模した１０個の図柄により夫
々構成されており、いずれかの図柄で停止表示される。そして、各特別演出図柄１０１ａ
～１０１ｃの停止図柄の組み合わせにより、該特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態
様が確定する。ここで、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを全て同じ図柄で停止表示する
組み合わせが、大当りを示す停止態様であり、該特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを所定
図柄で停止表示した組み合わせ（例えば、「１」，「２」，「３」の組み合わせ）が、小
当りを示す停止態様であり、これ以外の組み合わせが、ハズレを示す停止態様である。
【００７６】
　さらに、本実施例１にあって、演出図柄表示装置６の画面では、特別演出図柄１０１ａ
～１０１ｃを主として表示する通常表示モード（図１５参照）と、該特別演出図柄１０１
ａ～１０１ｃを比較的小さく表示して他の演出画像を主として表示する特殊表示モード（
図１６（Ｃ），（Ｄ）参照）との二種類の表示形態により前記疑似特別演出が表示される
。これら通常表示モードと特殊表示モードとは、夫々で表示される図柄の色彩や背景色等



(16) JP 2020-58527 A 2020.4.16

10

20

30

40

50

が比較的大きく相違することから、これらの切り替えによって、演出図柄表示装置６の画
面全体が切り替わったように見せることができ、遊技者に比較的強いインパクトを与える
ことができる。
　ここで、前記特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変動表示は、前記通常表示モードの表
示形態で開始されると共に、ノーマルリーチ演出は、該通常表示モードで表示される。さ
らに、通常表示モードでは、第一保留記憶または第二保留記憶の保留数を示す保留図柄１
１１が表示されると共に、所定のキャラクタ図柄（熊の達吉）１１２が表示される。一方
、スーパーリーチ演出は、前記特殊表示モードで表示される。尚、通常表示モードと特殊
表示モードとは、疑似演出表示パターンを行う動画データにより表示されることから、該
疑似演出表示パターンを構成する演出と言える。
【００７７】
　疑似特別演出がノーマルリーチ演出を行う場合には、左右の特別演出図柄１０１ａ，１
０１ｃが順次仮停止して、図１５（Ｂ）に示すように、該特別演出図柄１０１ａ，１０１
ｃを同じ図柄で仮停止表示したノーマルリーチ演出が表示される。ここで、仮停止表示は
、各特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが小刻みに振動する所謂揺れ表示であり、該特別演
出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止表示と異なり、仮停止した特別演出図柄１０１ａ～１０
１ｃの図柄が確定していないことを示している。
　前記ノーマルリーチ演出では、該ノーマルリーチ用のメッセージ図柄１１４が表示され
る。その後、図１５（Ｃ）に示すように、中央の特別演出図柄１０１ｂが、左右の特別演
出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で停止表示すると、特別演出図柄１０１ａ～１０
１ｃがハズレを示す停止態様で確定する。これに伴って、大当り又はハズレの結果を示す
メッセージ図柄１１８を表示する。これらにより、ハズレが確定したことを、遊技者に報
知する。尚、このように特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変動開始から停止までがノー
マルリーチ演出を介して表示される場合には、前記通常表示モードのみによる疑似特別演
出が表示される。
　一方、ノーマルリーチ演出を介して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態
様で確定する場合には、図１５（Ａ）～（Ｂ）のように特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃ
を順次停止してノーマルリーチ演出を実行した後に、中央の特別演出図柄１０１ｂを左右
の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと同じ図柄で停止して、特別演出図柄１０１ａ～１０
１ｃを大当りの停止態様で確定する（図２０（Ｃ）参照）。このように本実施例１にあっ
ては、ノーマルリーチ演出を介して大当り確定する場合に、後述する再変動演出を表示し
ない。尚、大当りとなる際にはノーマルリーチ演出を選択する確率が低いことから、こう
した疑似特別演出はほとんど表示されない。
【００７８】
　また、疑似特別演出がスーパーリーチ演出を行う場合には、図１６（Ａ）に示すように
、通常表示モードで特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが変動表示を開始し、図１６（Ｂ）
に示すように、左の特別演出図柄１０１ａが所定の図柄で仮停止する。その後、右の特別
演出図柄１０１ｃが左の特別演出図柄１０１ａと同じ図柄で仮停止すると、図１６（Ｃ）
に示すようにスーパーリーチ演出の表示が開始される。このスーパーリーチ演出では、特
別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが演出図柄表示装置６の画面左上部で小さく表示されると
共に、スーパーリーチ演出用のキャラクタ図柄１２１とスーパーリーチ演出用のメッセー
ジ図柄１２４とが該画面中央に表示される。ここで、スーパーリーチ演出は、前記特殊表
示モードにより表示されることから、この疑似特別演出では、該スーパーリーチ演出の開
始に伴って、通常表示モードから該特殊表示モードに表示形態が切り替わる。このように
表示モードが切り替わることにより、スーパーリーチ演出の開始をより明確に報知でき、
大当りを期待する遊技者の感情を効果的に刺激できる。
　本実施例１のスーパーリーチ演出は、図１６（Ｃ）～（Ｄ）に示すように、猫のキャラ
クタ図柄１２１によるカラオケ演出で構成されており、例えば、猫のキャラクタ図柄１２
１がカラオケを熱唱する動画が所定時間表示された後に、この熱唱の点数を示す演出図柄
１２５が表示される。そして、この演出図柄１２５は、１００点の表示によって大当りを
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示唆する。
【００７９】
　こうしたスーパーリーチ演出を介して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃをハズレの停止
態様で確定する場合には、該スーパーリーチ演出の開始から所定時間経過した後に、図１
６（Ｄ）に示すように、前記演出図柄１２５で１００点未満の点数が表示されると共に、
ハズレを示唆するメッセージ図柄１２６が表示される。そして、特別演出図柄１０１ｂが
左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で停止して、ハズレが確定する。
【００８０】
　一方、スーパーリーチ演出を介して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態
様で確定する場合には、図１７（Ａ）に示すようにスーパーリーチ演出を開始した後に、
図１７（Ｂ）に示すように前記演出図柄１２５が１００点未満の点数で表示される。これ
に伴って、前記メッセージ図柄１２６が表示されて、ハズレを示唆する。続いて、図１７
（Ｃ）に示すように、特別演出図柄１０１ｂが左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと
異なる図柄で仮停止表示する。これにより、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃは、ハズレ
を示す態様で仮停止表示する。ここで、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示は
、前述したように、該特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの図柄が確定していないことを示
している。
　この後、図１７（Ｄ）に示すように、前記した猫のキャラクタ図柄１２１に代わって、
該キャラクタ図柄１２１と異なるキャラクタ図柄１２７がカットイン表示される。これに
伴って、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮停止表示したまま、特別演出図柄１
０１ｂを再び変動表示させる。この特別演出図柄１０１ｂの再変動の開始から所定時間経
過すると、図１７（Ｅ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを停止す
ると共に、特別演出図柄１０１ｂを、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと同じ図柄
で停止する。これにより、全ての特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが同じ図柄の停止態様
で表示されて、大当りが確定する。ここで、このように特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃ
の仮停止表示から特別演出図柄１０１ｂの再変動を介して確定停止させるまでの一連の演
出により、再変動演出が構成される。すなわち、スーパーリーチ演出は、特別演出図柄１
０１ａ～１０１ｃを仮停止表示することにより表示終了し、この表示終了に伴って前記再
変動演出が表示開始される。
【００８１】
　このようにスーパーリーチ演出を介して大当り確定する場合には、該スーパーリーチ演
出後の再変動演出を介して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態様で確定さ
せる。そして、本実施例にあっては、再変動演出を前記特殊表示モードにより表示し、特
別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの確定を前記通常表示モードにより表示する。すなわち、
こうした疑似特別演出では、通常表示モードにより特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変
動表示を開始し、その後に特殊表示モードに切り替わってスーパーリーチ演出と再変動演
出とを順次表示し、さらに通常表示モードに切り替わって特別演出図柄１０１ａ～１０１
ｃの停止態様を表示する。このように通常表示モードと特殊表示モードとが切り替わるこ
とにより、遊技者の期待感を効果的に刺激できる。
　尚、本実施例１では、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの大当り停止態様を通常表示モ
ードに切り替えて表示したが、これに限らず、特殊表示モードのままで特別演出図柄１０
１ａ～１０１ｃの大当り停止態様を表示しても良い。
【００８２】
　また、疑似特別演出がノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方を行う場合に
は、図１８（Ａ）に示すように通常表示モードでノーマルリーチ演出が表示された後に、
図１８（Ｂ）に示すように、特別演出図柄１０１ｂが左右の特別演出図柄１０１ａ，１０
１ｃと異なる図柄で仮停止表示して、全ての特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを、ハズレ
を示す表示態様（ハズレの停止態様と同じ態様）で仮停止表示する。この仮停止表示の後
、図１８（Ｃ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮停止表示した
まま、特別演出図柄１０１ｂを再び変動表示させる。このように再変動演出の表示を行っ
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た後、図１８（Ｄ）に示すように、スーパーリーチ演出の表示を開始する。そして、スー
パーリーチ演出の表示中では、画面左上部で、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを
揺れ表示し且つ特別演出図柄１０１ｂが変動表示する。そして、前述と同様に、猫のキャ
ラクタ図柄１２１によるカラオケ演出が表示される。この後は、前述したスーパーリーチ
演出を介して大当り確定する場合と同様、図１７（Ｂ）～（Ｄ）のように、スーパーリー
チ演出を介して再変動演出が表示され、図１７（Ｅ）のように特別演出図柄１０１ａ～１
０１ｃが大当りの停止態様で確定する。
　ここで、こうした疑似特別演出にあって、ノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出と
は、それぞれ特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを仮停止表示することにより表示終了し、
該表示終了に伴って前記再変動演出が表示開始される。
【００８３】
　このようにノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方を行う場合は、ノーマル
リーチ演出後に再変動演出を表示して、該再変動演出を介してスーパーリーチ演出を表示
し、さらに該スーパーリーチ演出後に再び再変動演出を表示して、該再変動演出を介して
特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを確定停止する。この場合には、ノーマルリーチ演出後
の再変動演出がスーパーリーチ演出への発展する契機という役割を有する一方、スーパー
リーチ演出後の再変動演出が特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを停止するために用いられ
、大当りの停止態様で確定する際には該再変動演出が所謂復活演出（ハズレの仮停止後に
大当りとなる演出）という役割を有する。
【００８４】
　尚、ノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方を介してハズレ確定することも
あり得る。この場合には、図１８（Ａ）～（Ｄ）のように、ノーマルリーチ演出から再変
動演出を介してスーパーリーチ演出を表示する。そして、図１６（Ｄ）に示すように、ス
ーパーリーチ演出による演出図柄１２５で１００点未満の点数が表示されて、特別演出図
柄１０１ａ～１０１ｃがハズレの停止態様で確定する。
【００８５】
　本実施例１の構成は、前述したように、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変動開始か
ら停止までの一連の疑似特別演出で、ノーマルリーチ演出から再変動演出を介してスーパ
ーリーチ演出に発展する表示を行う一方、スーパーリーチ演出から再変動演出を介して該
特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する表示を行う。このように再変動演
出は、表示タイミング（ノーマルリーチ演出に続くタイミングか、スーパーリーチ演出に
続くタイミング）に応じて、互いに異なる役割で用いられるものであり、ノーマルリーチ
演出に続いて表示される場合には、スーパーリーチ演出に発展する契機という役割で用い
られ、スーパーリーチ演出に続いて表示される場合には、いわゆる復活演出としての役割
で用いられる。こうした相互に異なる役割を再変動演出が担うことにより、表示タイミン
グによって遊技者に異なる期待感を持たせることができる。すなわち、ノーマルリーチ演
出後の再変動演出は、スーパーリーチ演出への発展の契機であることから、ノーマルリー
チ演出時に比して、大当りを期待する遊技者の感情をさらに高揚させることができ、かつ
スーパーリーチ演出中も該高揚した状態を保ち得る。特に、ノーマルリーチ演出からスー
パーリーチ演出に発展する場合には、該スーパーリーチ演出のみを表示する場合に比して
、遊技者の期待感を効果的に刺激できるため、該発展の契機となる再変動演出が、遊技の
興趣の向上に大きく寄与する。一方、スーパーリーチ演出後の再変動演出は、特別演出図
柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定するための契機であり、まもなく大当りか否かが
明らかとなるため、この結果を待つ遊技者のドキドキ感を強く刺激できる。さらに、いず
れの再変動演出にあっても、ハズレを示す態様で仮停止表示した後に再変動することから
、該仮停止表示により遊技者を落胆させてから、該再変動により遊技者の期待感を再び想
起させる。そのため、遊技者の感情に比較的大きな起伏を生じさせることができる。した
がって、本実施例１の疑似特別演出によれば、再変動演出の表示によって従来に無い変化
に富んだ面白い演出を提供することができ、該疑似特別演出により遊技の興趣を高める効
果が一層向上する。
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【実施例２】
【００８６】
　実施例２は、疑似特別演出により表示する再変動演出が、前記した通常表示モードと特
殊表示モードとを切り替える契機という役割を有するものとした構成である。すなわち、
疑似特別演出では、通常表示モードでの再変動演出の表示を契機として、該通常表示モー
ドから特殊表示モードに切り替わり、特殊表示モードでの再変動演出の表示を契機として
、該特殊表示モードから通常表示モードに切り替わる。
　ここで、通常表示モードから特殊表示モードに切り替わる態様では、通常表示モードで
表示されるノーマルリーチ演出を介して再変動演出が表示され、これに伴って特殊表示モ
ードに切り替わって、スーパーリーチ演出が表示される。一方、特殊表示モードから通常
表示モードに切り替わる態様では、スーパーリーチ演出の表示終了に伴って再変動演出が
表示されることにより、特殊表示モードから通常表示モードに切り替わって、該通常表示
モードで再変動演出を継続して表示する。
　尚、通常表示モードと特殊表示モードとは、前述したように、相互に異なる表示形態で
あり、これらが切り替わることで演出図柄表示装置６の画面全体が切り替わったように見
せることができるため、該切り替えにより遊技者に比較的大きなインパクトを与えること
ができる。
【００８７】
　以下に具体例を説明する。尚、前記実施例１と同じ構成要素に同じ符号を記し、その説
明を適宜省略している。
【００８８】
　図１９（Ａ）に示すように、演出図柄表示装置６の画面では、疑似特別演出が開始され
ることにより、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが変動表示する。その後、図１９（Ｂ）
に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃが同じ図柄で仮停止すると、ノー
マルリーチ演出が表示される。この後、図１９（Ｃ）に示すように、特別演出図柄１０１
ｂが左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で仮停止表示（揺れ表示）して
、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃをハズレの表示態様で仮停止表示する。こうしてノー
マルリーチ演出を表示終了すると共に、再変動演出の表示を開始する。再変動演出では、
図１９（Ｄ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮停止表示（揺れ
表示）したまま、特別演出図柄１０１ｂを再び変動表示する。このように再変動演出の表
示を行った後、図１９（Ｅ）に示すように、スーパーリーチ演出の表示を開始する。
　ここで、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの変動表示開始から再変動演出の表示までは
（図１９（Ａ）～（Ｄ））、通常表示モードによる演出であり、スーパーリーチ演出の表
示は（図１９（Ｅ））、特殊表示モードによる演出である。そのため、演出図柄表示装置
６の画面では、ノーマルリーチ演出後の再変動演出を介して、疑似特別演出が通常表示モ
ードによる表示形態から特殊表示モードによる表示形態に切り替わる。
【００８９】
　スーパーリーチ演出の表示中は、図１９（Ｅ）に示すように、猫のキャラクタ図柄１２
１によるカラオケ演出が表示されると共に、画面左上部で、左右の特別演出図柄１０１ａ
，１０１ｃを仮停止表示（揺れ表示）し且つ特別演出図柄１０１ｂが変動表示する。この
後、図１９（Ｆ）に示すように、前記演出図柄１２５が１００点未満の点数で表示され、
さらに、特別演出図柄１０１ｂが、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄
で仮停止表示する。ここで、スーパーリーチ演出は、前述の実施例１と同様に、特別演出
図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示により表示終了し、これに伴って再変動演出の表示
が開始する。尚、スーパーリーチ演出における前記カラオケ演出は、前述の実施例１と同
様の演出である。
【００９０】
　前記した特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示により再変動演出の表示が開始
されると、図２０（Ａ）に示すように、スーパーリーチ演出を表示する特殊表示モードか
ら通常表示モードに切り替わって、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示が比較
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的大きく表示される。そして、通常表示モードとなるに伴って、図２０（Ｂ）に示すよう
に、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃが仮停止表示（揺れ表示）したまま、特別演
出図柄１０１ｂが再び変動を開始する。尚、通常表示モードでは、前述しように、熊の達
吉のキャラクタ図柄１１２や保留図柄１１１が表示される。
【００９１】
　特別演出図柄１０１ｂを再び変動表示した後に大当りとなる場合には、図２０（Ｃ）に
示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃの仮停止表示を終了して停止すると
共に、中央の特別演出図柄１０１ｂを左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと同じ図柄
で停止する。こうして特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態様で確定する。
このようにすれば、例えば、スーパーリーチ演出後にハズレ確定する場合に、図２０（Ａ
）の通常表示モードに切り替わってハズレ確定した後に次の変動表示が開始されること（
図１９（Ａ）参照）に対して、図２０（Ｂ）のように中央の特別演出図柄１０１ｂが再び
変動開始することにより、遊技者に大きな驚きを与えることができる。
　一方、ハズレとなる場合には、図２０（Ｄ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１
ａ，１０１ｃの仮停止表示を終了して停止すると共に、中央の特別演出図柄１０１ｂを左
右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で停止する。これにより特別演出図柄
１０１ａ～１０１ｃをハズレの停止態様で確定する。
　尚、本実施例２では、再変動演出後にハズレ確定する場合もある構成としたが、再変動
演出を行った場合には必ず大当りとなる構成としても良い。こうした構成によれば、中央
の特別演出図柄１０１ｂが仮停止後に再び変動を開始した時点で、遊技者に大当りを示唆
することができ得る。
【００９２】
　本実施例２の構成は、前述したように、再変動演出を、通常表示モードと特殊表示モー
ドとを切り替える契機とするものであり、該再変動演出により遊技者の期待感を刺激する
効果に加えて、該切り替えにより遊技者にインパクトを与える効果を奏することから、こ
れらの相乗作用によって遊技の興趣を飛躍的に向上できる。
　特に、特殊表示モードでの再変動演出は、スーパーリーチ演出の終了を遊技者に明確に
伝えると共に、通常表示モードへの切り替えと特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃのハズレ
態様での仮停止表示とによって、遊技者を落胆させ得る。この後に特別演出図柄１０１ｂ
の再変動が開始されることにより、一旦落胆した遊技者の感情を再び高揚させ得る。この
ように遊技者の感情を大きく起伏させ得ることから、遊技の興趣を効果的に向上でき、変
化に富んだ面白い遊技を提供できる。
　また、本実施例２にあっても、ノーマルリーチ演出後の再変動演出は、スーパーリーチ
演出への発展契機とも言えると共に、スーパーリーチ演出後の再変動演出は、特別演出図
柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定するための契機とも言える。そのため、前述した
実施例１と同様の作用効果も奏し得る。
【実施例３】
【００９３】
　実施例３は、スーパーリーチ演出後に、ノーマルリーチ演出後の再変動演出と同様の再
変動演出を表示する場合と、該ノーマルリーチ演出後の再変動演出と異なる再変動演出を
表示する場合とがある構成である。すなわち、スーパーリーチ演出後に表示可能な再変動
演出として、ノーマルリーチ演出後と同様の再変動演出（以下、共通再変動演出という）
と、該共通再変動演出と異なるスーパーリーチ演出専用の再変動演出（以下、専用再変動
演出という）とを備え、スーパーリーチ演出後に再変動演出を表示する際には、共通再変
動演出と専用再変動演出とのいずれかの再変動演出が選択される。
　尚、本実施例３の構成にあっては、ノーマルリーチ演出後に再変動演出を表示可能とす
るものであり、該ノーマルリーチ演出の際には、前記共通再変動演出が選択される。
【００９４】
　こうした本実施例３の構成には、疑似特別演出で表示する再変動演出のデータとして、
前記共通再変動演出用のデータと、前記専用再変動演出用のデータとを備え、スーパーリ
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ーチ演出を表示する際には、これらデータのいずれかが選択されて、選択されたデータに
従って再変動演出を表示する。ここで、共通再変動演出用のデータは、ノーマルリーチ演
出とスーパーリーチ演出とのいずれでも共通して選択可能である一方、専用再変動演出用
のデータは、スーパーリーチ演出の場合にのみ選択可能である。
　以下に具体例を説明する。尚、前記実施例１と同じ構成要素に同じ符号を記し、その説
明を適宜省略している。
【００９５】
　スーパーリーチ演出後に前記した共通再変動演出を表示する場合には、図２１（Ａ）～
（Ｂ）に示すように、演出図柄表示装置６の画面でスーパーリーチ演出が表示される。そ
して、図２１（Ｂ）に示すように、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃをハズレの表示態様
で仮停止表示（揺れ表示）することによって、スーパーリーチ演出を表示終了する。ここ
で、スーパーリーチ演出では、実施例１と同様の、猫のキャラクタ図柄１２１によるカラ
オケ演出が表示される。
【００９６】
　前記したスーパーリーチ演出の表示終了に伴って、図２１（Ｃ）に示すように、共通再
変動演出の表示を開始する。すなわち、演出図柄表示装置６の画面では、前記特別演出図
柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示が比較的大きく表示されると共に、熊の達吉のキャラ
クタ図柄１１２や保留図柄１１１が表示される。このようにスーパーリーチ演出後に共通
再変動演出を表示する場合には、該スーパーリーチ演出での特殊表示モードから前記した
通常表示モードに切り替わる。
　この後、図２１（Ｄ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮停止
表示（揺れ表示）したまま、中央の特別演出図柄１０１ｂを再び変動表示する。そして、
大当りとなる場合には、特別演出図柄１０１ｂを変動表示した後に、図２１（Ｅ）に示す
ように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃの仮停止表示を終了して停止すると共に
、中央の特別演出図柄１０１ｂを左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと同じ図柄で停
止する。こうして特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態様で確定する。この
ようにスーパーリーチ演出の表示終了から特別演出図柄１０１ｂの再変動を行って確定停
止するまでの一連の演出（図２０（Ｃ）～（Ｅ））により、共通再変動演出が構成される
。尚、図示省略するが、ハズレの場合には、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃの仮
停止表示を終了して停止すると共に、中央の特別演出図柄１０１ｂを左右の特別演出図柄
１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で停止して、ハズレ確定する。
【００９７】
　一方、スーパーリーチ演出後に前記した専用再変動演出を表示する場合には、図２２（
Ａ）～（Ｂ）に示すように、演出図柄表示装置６の画面でスーパーリーチ演出が表示され
て、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを仮停止表示（揺れ表示）することによって、スー
パーリーチ演出を表示終了する。これに伴って、演出図柄表示装置６の画面では、図２２
（Ｃ）に示すように、特殊表示モードによる専用再変動演出の表示を開始する。すなわち
、スーパーリーチ演出による猫のキャラクタ図柄１２１に代わって、該キャラクタ図柄１
２１と異なるキャラクタ図柄１３１がカットイン表示されると共に、特別演出図柄１０１
ａ～１０１ｃが画面左上部から画面右上部へ変わって仮停止表示される。この後、図２２
（Ｄ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮停止表示（揺れ表示）
したまま、特別演出図柄１０１ｂを再び変動表示する。この専用再変動演出は、特殊表示
モードが継続する。ここで、専用再変動演出では、図２２（Ｃ）～（Ｄ）に示すように、
キャラクタ図柄１３１が岩を攻撃する空手演出が行われる。そして、再変動により大当り
する可能性があることを示すメッセージ図柄１３２が表示される。こうした専用再変動演
出によって、遊技者の期待感を刺激できる。
　こうした専用再変動演出後に大当りとなる場合には、キャラクタ図柄１３１が岩を破壊
する演出をした後に、図２２（Ｅ）に示すように、キャラクタ図柄１３１の表示形態を変
化させると共に、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを大当りの停止態様で確定する。この
ようにスーパーリーチ演出の表示終了から特別演出図柄１０１ｂの再変動を行って確定停
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止するまでの一連の演出（図２２（Ｃ）～（Ｅ））により、専用再変動演出が構成される
。尚、図示省略するが、ハズレの場合には、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃの仮
停止表示を終了して停止すると共に、中央の特別演出図柄１０１ｂを左右の特別演出図柄
１０１ａ，１０１ｃと異なる図柄で停止して、ハズレ確定する。
【００９８】
　さらに、本実施例３にあって、ノーマルリーチ演出後に共通再変動演出を表示する場合
には、図１５（Ａ）～（Ｂ）のようにノーマルリーチ演出を表示した後に、図２１（Ｃ）
に示すように、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを仮停止表示（揺れ表示）して該ノーマ
ルリーチ演出を表示終了する。これに伴って、図２１（Ｃ）～（Ｅ）に示すように、共通
再変動演出を表示する。
　また、本実施例３にあって、ノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方を表示
する場合には、図１８（Ａ）～（Ｃ）に示すように、ノーマルリーチ演出を表示した後に
共通再変動演出を表示する。この共通再変動演出の表示後、図１８（Ｄ）に示すように、
スーパーリーチ演出を表示する。こうしてスーパーリーチ演出に発展した後には、前記し
た共通再変動演出（図２１（Ｂ）～（Ｅ））又は専用再変動演出（図２２（Ｂ）～（Ｅ）
）を表示して、大当り又はハズレを確定する。
【００９９】
　本実施例３の構成は、前述したように、スーパーリーチ演出後の再変動演出を、ノーマ
ルリーチ演出の場合と同様の共通再変動演出、又は該共通再変動演出と異なる専用再変動
演出とのいずかとするものであり、こうした共通再変動演出と専用再変動演出とのいずれ
かを選択的に表示することにより変化に富んだ面白い遊技を提供できる。
　さらに、スーパーリーチ演出で選択可能な共通再変動演出は、ノーマルリーチ演出の場
合と同じであり、共通のデータにより表示される。そのため、スーパーリーチ演出後に多
彩な再変動演出を表示可能としつつ、該再変動演出の表示に用いるデータ量を抑制するこ
とができ、制御装置（演出図柄制御装置８２等）の負担を軽減できる。
　また、本実施例３の構成は、ノーマルリーチ演出後の再変動演出（共通再変動演出）が
、前述した実施例１と同様にスーパーリーチ演出への発展契機であることに加え、特別演
出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定するための契機でもある。このようにノーマ
ルリーチ演出後の再変動演出が相互に異なる二種類の役割を有することから、該再変動演
出の表示により遊技者に異なる期待感を持たせることができ、遊技の興趣を向上できる。
　さらにまた、本実施例３の構成にあっても、前述の実施例１と同様に、前記したノーマ
ルリーチ演出後の再変動演出がスーパーリーチ演出への発展契機であると共に、スーパー
リーチ演出後の再変動演出が特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定するため
の契機であることから、該実施例１と同様の作用効果も奏し得る。
【実施例４】
【０１００】
　実施例４は、再変動演出が相互に異なる複数の役割を有しており、リーチ演出を介して
仮停止表示された特別演出図柄１０１ａ～１０１ｂの仮停止態様に応じて、いずれか一の
役割を有する再変動演出が選択的に表示される構成である。具体的には、ノーマルリーチ
演出後に表示可能な再変動演出として、スーパーリーチ演出への発展契機となる役割を有
する再変動演出と、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する契機となる役
割を有する再変動演出とがあり、ノーマルリーチ演出を介して仮停止した特別演出図柄１
０１ａ～１０１ｂの仮停止態様に応じて、一方の役割による再変動演出を表示する。換言
すると、ノーマルリーチ演出後には、スーパーリーチ演出への発展契機となる再変動演出
と、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する契機となる再変動演出との一
方が、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｂの仮停止態様に応じて選択的に表示される。
【０１０１】
　ここで、本実施例４にあっては、仮停止した左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃが
示す数字と中央の特別演出図柄１０１ｂが示す数字との差異が、所定閾値（例えば、１）
以下である場合に、スーパーリーチ演出への発展契機となる再変動演出が選択される一方
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、該差異が該閾値よりも大きい場合に、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確
定する契機となる再変動演出が選択される。換言すると、仮停止した特別演出図柄１０１
ａ，１０１ｃと特別演出図柄１０１ｂとのコマ数の差（前記した数字の差異に相当）が、
所定閾値（例えば、１）以下である場合と該所定閾値より大きい場合とに応じて、前記役
割の異なる再変動演出を選択する。
　以下に具体例を説明する。尚、前記実施例１と同じ構成要素に同じ符号を記し、その説
明を適宜省略している。
【０１０２】
　疑似特別演出により表示されるリーチ演出がノーマルリーチ演出のみの場合には、該ノ
ーマルリーチ演出による特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止態様を、特別演出図柄
１０１ａ，１０１ｃと特別演出図柄１０１ｂとのコマ数差が前記閾値（例えば、１）より
も大きい態様とする。この場合には、図２３（Ａ）のように、左右の特別演出図柄１０１
ａ，１０１ｃが仮停止してリーチとなると、ノーマルリーチ演出が表示される。この後、
図２３（Ｂ）に示すように、中央の特別演出図柄１０１ｂを仮停止表示する。ここで、中
央の特別演出図柄１０１ｂを、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃとのコマ数差が前
記閾値より大きい数字図柄で仮停止表示する。これによりノーマルリーチ演出を表示終了
すると、再変動演出を表示開始して、図２３（Ｃ）に示すように、中央の特別演出図柄１
０１ｂを再び変動開始する。この後、図２３（Ｄ）に示すように、左右の特別演出図柄１
０１ａ，１０１ｃを停止表示すると共に、中央の特別演出図柄１０１ｂを停止表示して、
特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する。こうしたノーマルリーチ演出後
の表示する再変動演出は、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する契機で
ある。そして、ノーマルリーチ演出から再変動演出を介して確定することから、通常表示
モードのままの疑似特別演出となっている。
【０１０３】
　一方、疑似特別演出によりノーマルリーチ演出とスーパーリーチ演出との両方を表示す
る場合には、該ノーマルリーチ演出による特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止態様
を、該特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと特別演出図柄１０１ｂとのコマ数差が前記閾値
以下の態様とする。この場合には、図２４（Ａ）に示すように、ノーマルリーチ演出を介
して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃをハズレの表示態様で仮停止して、再変動演出を表
示する。ここで、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを仮停止態様は、コマ数差が１であり
前記閾値以下である。この後、図２４（Ｂ）に示すように、左右の特別演出図柄１０１ａ
，１０１ｃを仮停止表示したまま、特別演出図柄１０１ｂを再び変動開始し、通常表示モ
ードから特殊表示モードに切り替わってスーパーリーチ演出を表示開始する。このスーパ
ーリーチ演出は、前記実施例１と同様に、猫のキャラクタ図柄１２１によるカラオケ演出
であり、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが画面左上部に表示される。この後、図２４（
Ｃ）に示すように前記演出図柄１２５が１００点未満の点数で表示されると、図２４（Ｄ
）に示すように特別演出図柄１０１ｂを左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと異なる
図柄で仮停止表示する。ここで、大当りの場合には、図２４（Ｅ）に示すように、特殊表
示モードから通常表示モードに切り替わって、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを
仮停止表示（揺れ表示）したまま、中央の特別演出図柄１０１ｂを再び変動させる。こう
してスーパーリーチ演出後に再変動演出を表示する。この後、図２４（Ｆ）に示すように
、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを停止すると共に、中央の特別演出図柄１０１
ｂを該特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃと同じ図柄で停止する。これにより、大当りを確
定する。一方、ハズレの場合には、図２４（Ｃ）の後に、特別演出図柄１０１ａ～１０１
ｃをハズレ停止態様で停止して、ハズレ確定する（図示せず）。
【０１０４】
　本実施例４の構成は、前述したように、ノーマルリーチ演出を介した特別演出図柄１０
１ａ～１０１ｃの仮停止態様に応じて、該特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを確定停止す
る契機となる再変動演出とスーパーリーチ演出への発展契機となる再変動演出とのいずれ
かを選択して表示するものであり、これら異なる役割の再変動演出の表示により遊技者に
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異なる期待感を持たせることができ、変化に富んだ面白い遊技を提供できる。
　詳述すると、一般的に、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃが仮停止表示した場合に、該
仮停止した特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃのコマ数差が所定閾値よりも大きいと、特別
演出図柄１０１ａ～１０１ｃの再変動演出を遊技者も期待し難く、大当りを期待できずに
落胆する傾向にある。こうした状況で、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの再変動演出が
開始されると、遊技者の感情を効果的に刺激できる。特に、この場合の再変動演出は、通
常表示モードのままで表示されることから、落胆した遊技者に気付かれ難いようにひっそ
りとスタートするが、これに気付くことで遊技者の期待感を効果的に刺激できる。一方、
仮停止した特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃのコマ数差が所定閾値以下であると、遊技者
の再変動演出に対する期待感を容易に刺激でき、スーパーリーチ演出への発展によって遊
技者の期待感を一層高揚できる。さらに、本実施例４では、スーパーリーチ演出後に通常
表示モードに切り替えて再変動演出を表示するようにしていることから、遊技者の期待感
を一旦落胆させた後に再び高揚させることができる。このように遊技者の感情に比較的大
きな起伏を生じさせることによって、遊技の興趣を飛躍的に向上できる。
　このように本実施例４の構成にあっては、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止態
様に応じて選択的に表示するいずれの再変動演出によっても、仮停止態様の表示で遊技者
を落胆させた後に再び大当りのチャンスが到来したように遊技者に思い込ませることがで
き、該遊技者の感情を起伏させる面白い遊技を提供できる。さらに、こうした仮停止態様
に応じて相互に異なる再変動演出が表示されることにより、特別演出図柄１０１ａ～１０
１ｃの仮停止態様にも遊技者を着目させることができるため、従来に無い興趣を生じさせ
る面白い遊技を提供できる。
【０１０５】
　以下に、前述した実施例１～４で用いた用語と、特許請求の範囲に記載した用語との対
応関係を説明する。パチンコ機１が、本発明にかかる弾球遊技機の一例に相当する。第一
始動口１１および第二始動口１２が、本発明にかかる始動口の一例に相当する。当否判定
処理のＳ１６５～Ｓ２００が、本発明にかかる当否判定手段の一例に相当する。大当り遊
技処理が、本発明にかかる大当り遊技制御手段の一例に相当する。サブ統合制御装置８３
により実行される疑似演出制御処理が、本発明にかかる演出表示制御手段の一例に相当す
る。サブ統合制御装置８３が主制御装置８０から変動開始コマンドを受信することが、本
発明にかかる演出条件の一例に相当する。スーパーリーチ演出が、本発明にかかる高リー
チ演出の一例に相当する。ノーマルリーチ演出が、本発明にかかる低リーチ演出の一例に
相当する。疑似演出制御処理のＳ１００５～Ｓ１０１０が、本発明にかかるリーチ演出表
示内容の一例に相当する。そして、このＳ１００５～Ｓ１０１０により、スーパーリーチ
演出から再変動演出を介して特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを確定する疑似演出表示パ
ターンを表示することが、本発明にかかる再変動停止内容の一例に相当する。一方、ノー
マルリーチ演出から再変動演出を介してスーパーリーチ演出に発展させる疑似演出表示パ
ターンを表示することが、本発明にかかる再変動発展内容の一例に相当する。
【０１０６】
　以下に、前述した実施例の別例について説明する。
　実施例１～４では、ノーマルリーチ演出として、熊の達吉のキャラクタ図柄１１２を表
示する一の演出パターンを備え、スーパーリーチ演出として、猫のキャラクタ図柄１２１
によるカラオケ演出を表示する一の演出パターンを備えた構成であるが、これに限らず、
各リーチ演出の演出パターンは適宜設定することが可能である。さらに、ノーマルリーチ
演出の演出パターンを複数設定して選択的に表示するようにしても良いし、同様に、スー
パーリーチ演出の演出パターンを複数設定して選択的に表示するようにしても良い。特に
、スーパーリーチ演出は、大当りの期待度が高いリーチ演出であることから、複数の演出
パターンを選択的に表示する構成とすることによって、遊技の興趣を向上できる。
【０１０７】
　また、実施例１～４では、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止表示を揺れ表示と
したものであるが、これに限らず、他の表示態様からなる仮停止表示を用いることも可能
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である。例えば、特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの各図柄を回転表示する表示態様を仮
停止態様とすることができる。さらには、各図柄の表示色を変化させたり、表示色の濃淡
を変化させたりする表示態様を仮停止態様とすることも可能である。
【０１０８】
　また、実施例１～４では、再変動演出が、左右の特別演出図柄１０１ａ，１０１ｃを仮
停止表示したままで中央の特別演出図柄１０１ｂのみを再び変動表示する表示パターンと
したが、これに限らず、全ての特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを再び変動表示する表示
パターンとすることも可能である。さらには、仮停止表示する特別演出図柄１０１ａ～１
０１ｃの中から、所定数（少なくとも一個）の特別演出図柄を選択して再び変動表示する
構成とすることも可能である。
【０１０９】
　また、実施例１では、スーパーリーチ演出後の再変動演出を介して特別演出図柄１０１
ａ～１０１ｃを停止する際に、通常表示モードに切り替わって該特別演出図柄１０１ａ～
１０１ｃの停止態様を確定するようにしたが、これに限らず、特殊表示モードの状態で、
特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定するようにしても良い。
【０１１０】
　また、実施例３では、共通再変動演出と専用再変動演出とを選択的に行うスーパーリー
チ演出として、猫のキャラクタ図柄１２１によるカラオケ演出のみを定めた構成であるが
、これに限らず、複数種類のスーパーリーチ演出を備え、実行されるスーパーリーチ演出
に応じて、共通再変動演出と専用再変動演出とが選択されて実行されるようにしても良い
。例えば、前記カラオケ演出のスーパーリーチ演出と、空手家同士の対決演出というスー
パーリーチ演出とを備え、該カラオケ演出のスーパーリーチ演出が実行された場合には、
図２１の共通再変動演出が行われる一方、該対決演出のスーパーリーチ演出が実行された
場合には、図２２（Ｃ）～（Ｅ）に示す空手家が岩を攻撃するという専用再変動演出を行
われるようにする。こうした構成では、空手家同士の対決演出（スーパーリーチ演出）か
ら専用変動演出に続く場合に、一つのモチーフによる一体感のある演出を進行できるため
、演出効果を一層高めることができる。さらに、こうした一体感を求める演出（空手家同
士の対決演出）と異なるスーパーリーチ演出を複数備え、当該スーパーリーチ演出を選択
実行される場合には、共通再変動演出を行うようにしても良い。この場合には、一の共通
再変動演出に用いるデータを使うことができるため、データ量を抑制する効果が生じ得る
。
【０１１１】
　また、実施例４では、ノーマルリーチ演出後の特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの仮停
止態様に応じて、該特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを確定停止させる契機の役割を有す
る再変動演出と、スーパーリーチ演出への発展契機の役割を有する再変動演出とのいずれ
かを選択的に表示する構成であるが、これに加えて、スーパーリーチ演出後の仮停止態様
に応じて、特殊表示モードのままで特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃを確定停止させる契
機の役割を有する再変動演出と、通常表示モードに切り替わって特別演出図柄１０１ａ～
１０１ｃを確定停止させる契機の役割を有する再変動演出とのいずれかを選択的に表示す
る構成とすることもできる。
【０１１２】
　また、実施例４にあって、ノーマルリーチ演出後に、仮停止した特別演出図柄１０１ａ
，１０１ｃと特別演出図柄１０１ｂとのコマ数の差に応じて、通常表示モードのままで特
別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する再変動演出と、特殊表示モードに切
り替わって特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの停止態様を確定する再変動演出とを選択的
に実行する構成とすることも可能である。具体的には、前記コマ数差が所定閾値（例えば
、１）よりも大きい場合に、実施例４と同様に図２３に示す再変動演出を実行して確定停
止し、該コマ数差が所定閾値以下である場合に、図２２（Ｃ）～（Ｅ）に示す再変動演出
を実行して確定停止する構成とできる。こうした構成とすれば、実施例４と同様に、仮停
止のコマ数差が所定閾値よりも大きいと、大当りを確定する停止態様と大きく異なること
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から、遊技者が落胆し易いものの、突然再変動することにより期待感を大きく高揚させる
ことができる一方、コマ数差が所定閾値以下であると、大当りの停止態様に近いことから
、再変動を期待する遊技者の感情を効果的に刺激できると共に、演出効果の高い特殊表示
モードによる再変動演出が実行されることにより、遊技者の期待感を飛躍的に向上できる
。
　尚、こうした再変動演出を、スーパーリーチ演出後にコマ数差に応じて選択的に実行す
ることも可能である。
　また、再変動演出を、コマ数差だけでなく、仮停止表示された図柄種別（図柄の並び）
に応じて選択的に実行するようにしても良い。すなわち、所定の図柄で仮停止表示された
場合には特別な第１再変動演出を実行し、前記所定の図柄以外の図柄で仮停止表示された
場合には共通（通常）の第２再変動演出を実行する構成が考えられる。このように、リー
チ演出においてリーチハズレとなった場合、どのような図柄の並びであるかに基づいて、
実行する再変動演出を異ならせることにより、遊技者にインパクトを与えることができる
。
【０１１３】
　また、実施例１～４では、疑似特別演出で表示するリーチ演出として、ノーマルリーチ
演出とスーパーリーチ演出との二種類を設定した構成であるが、これに限らず、三種類以
上のリーチ演出を設定した構成とすることもできる。
　例えば、ノーマルリーチ演出、ロングリーチ演出、およびスーパーリーチ演出の三種類
を設定した構成とすることができる。ここで、ロングリーチ演出は、ノーマルリーチ演出
に比して大当りの期待度が高く、かつスーパーリーチ演出よりも該期待度が低いものとす
る。
　このように三種類のリーチ演出を設定した構成では、ノーマルリーチ演出後の再変動演
出をロングリーチ演出又はスーパーリーチ演出への発展契機とし、ロングリーチ演出また
はスーパーリーチ演出後の再変動演出を特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの確定契機とす
ることができる。また、ノーマルリーチ演出後の再変動演出をロングリーチ演出への発展
契機とし、ロングリーチ演出後の再変動演出をスーパーリーチ演出への発展契機とし、ス
ーパーリーチ演出後の再変動演出を特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの確定契機とするこ
とも可能である。さらには、ノーマルリーチ演出後には再変動演出を実行しない構成とし
て、ロングリーチ演出後の再変動演出をスーパーリーチ演出への発展契機とし、スーパー
リーチ演出後の再変動演出を特別演出図柄１０１ａ～１０１ｃの確定契機とすることも可
能である。こうした構成にあっても、前述した実施例１と同様の作用効果を奏することが
できる。尚、四種類以上のリーチ演出を設定した構成にあっても、同様に、夫々リーチ演
出後の再変動演出の役割を適宜定めた構成とできる。
　また、前記ロングリーチ演出を含む三種類のリーチ演出を設定した構成にあって、該ロ
ングリーチ演出を、通常表示モードおよび特殊表示モードと異なる第三表示モードの表示
形態で表示する構成とすることもできる。この構成では、前述した実施例２と同様に、再
変動演出が、通常表示モード、特殊表示モード、および第三表示モードに切り替わる契機
とする構成ともできる。例えば、ノーマルリーチ演出後に再変動演出が表示されることに
よって、通常表示モードから第三表示モードに切り替わってロングリーチ演出が表示開始
されるようにしたり、ロングリーチ演出後に再変動演出が表示されることによって、第三
表示モードから特殊表示モードに切り替わってスーパーリーチ演出が表示開始されるよう
にしたりすることもできる。さらには、ロングリーチ演出後に再変動演出が表示されるこ
とによって、第三表示モードから通常表示モードに切り替わってノーマルリーチ演出が表
示開始されるようにすることも可能である。かかる構成にあっても、前述した実施例２と
同様の作用効果を奏し得る。
　また、前記ロングリーチ演出を含む三種類のリーチ演出を設定した構成にあって、該ロ
ングリーチ演出後に、実施例３と同様の共通再変動演出と、該ロングリーチ演出専用の再
変動演出とを選択的に表示する構成とすることもできる。かかる構成にあっても、前述し
た実施例３と同様の作用効果を奏することができる。
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　また、前記ロングリーチ演出を含む三種類のリーチ演出を設定した構成にあって、前述
した実施例４のノーマルリーチ演出の場合と同様に、ロングリーチ演出による特別演出図
柄１０１ａ～１０１ｃの仮停止態様に応じて、相互に異なる役割の再変動演出を選択的に
表示する構成とすることもできる。かかる構成にあっても、前述した実施例４と同様の作
用効果を奏することができる。
【符号の説明】
【０１１４】
　　１　パチンコ機（弾球遊技機）
　　６　演出図柄表示装置
　１１　第一始動口（始動口）
　１２　第二始動口（始動口）
　１４　大入賞口１０１ａ～１０１ｃ　特別演出図柄
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